
































































































日本保育ソーシャルワーク学会が 2013 年の 11 月に
設立されたが、保育ソーシャルワークはどの
ような理念を土台にしたどこまでの概念であるか
がいまだ明確でない。ただ、明確でないからこそ、
大きな広がりを持つ概念であり、非常に重要な
役割を果たす可能性をはらむものであることが
明らかとなった講座であった。また、今この時期に
白梅が保育ソーシャルワークを中心に置いた
連続講座の中で、この概念の可能性を世に問うた
のは、大きな意義があったと考えられる。
　参加者は、延べ 356 名にのぼった。保育所関
係者が多かったが、そうしたかたがたにとって、
保育ソーシャルワークという新たな概念に触れた
こと、そして実際にさまざまな家庭のニーズに
合わせて、その機能を広げたり変化させてきた
保育所の実践を共有できたことは、これからの
ご自分たちの保育実践を変えられるかもしれない
という希望を持っていただくことにつながった
ようである。ご登壇いただいたかたがたは、まさに
この社会と保育実践を変革されてきたかたがたで
あり、その前向きな姿勢にも、参加者とともに、
講座担当者も大きく励まされた講座であった。
企画・講座運営：長谷川俊雄
講座運営委員：源証香
センター運営委員担当：市川奈緒子
（文責　市川　奈緒子）
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